
 
 
 
 
 

 

「語先後礼」！目指せ、あいさつの達人！ 
 
先日、スクールバス停の見守り指導から戻った教員から次のような報告がありました。「おはようご

ざいます。～中略～今朝、感動する出来事があったので、報告したいのです。本校脇の交差点で、南畑

小学校の登校班の列に一時停止して横断歩道を先に渡るよう促したところ、児童が会釈して渡りまし

た。全児童が渡り終えたところで、最後尾の高学年の女子児童が振り返り、私に向かって深々とおじぎ

してお礼のあいさつをしてくれました。今まで、あいさつで感動したことはありませんでしたが、今朝

は凄く感動しました。ドライバーとして当たり前のことをしただけなのに、とても嬉しくなりました。

南畑小学校は、あいさつ指導を大切にしているのですね、本校の取組みも同じなのですね。」と続きま

した。報告を聞いていて、私も嬉しくなりました。その後、南畑小学校の校長先生にこのエピソードを

お伝えしたことは、言うまでもありません。 

さて、生徒指導部から今年度出された重点目標にあいさつ指導があります。その中で具体的に示され

たのが『語先後礼』です。これは、言葉が先で、後からおじぎするのが基本であり、相手の目を見て、

「ありがとうございました」と言葉を発し、続けておじぎをするという一連の動作を指します。私たち

は、職場のコミュニケーションに限らず、「おはようございます」「お疲れ様でした、お先に失礼しま

す」等、あいさつに始まりあいさつに終わる日常を繰り返していますが、あいさつはいったい何のため

にするのでしょうか？どうしてあいさつが大切なのかを再確認したいと思います。 

あいさつをすることで、①相手に対し、自分がかかわりたいのだという意思を伝えることができる。

②相手に対し安心感や信頼感を伝えることができる。③相手の反応から、相手の体調や調子を知ること

ができる。などの効果が期待できます。あいさつは、信頼を築く第一歩です。日頃からしていないとぎ

こちなくなります。日頃から継続することで自然なあいさつができます。相手に好印象を与えるあいさ

つのポイントは、①自分から、先手必勝であいさつする。②目線を合わせ、笑顔で明るく声を出す。③

姿勢に気を付ける。の３点です。相手を選ばず、気持よくあいさつすることが、自分自身の評価を高

め、良好な信頼関係を築く第一歩になります。本校におけるあいさつ指導は、立ち止まって膝をかがめ

ておじぎをする児童、目を合わせてハイタッチする児童、帽子をとって笑顔でおじぎする生徒等々、実

態や発達段階により様々ですが、基本は同じです。 

あいさつこそ技術も経験も不必要で、習慣こそが定着の早道です。ご家庭内で「おはよう、ただい

ま、ありがとう」のあいさつが日常的に交わされることで脳が学習し、自然に定着します。また、身近

なモデリング（よりよい実践例や見本）が効果を高めてくれます。余談ですが、毎朝のあいさつ指導等

で、気付くことがあります。それは、通学班の班長さんが大きな声で元気にあいさつする班は、班員全

員が元気なあいさつをするということです。一度定着したあいさつは、中学生になっても高校生になっ

ても継続されています。日々の習慣に勝るものはないようです。また、「仕事はできるのだが、あいさ

つやコミュニケーションが苦手なスタッフが増えて困っている。仕事は教えれば何とかなるが、あいさ

つは簡単なようでなかなか定着しない。あいさつは、本来社会に出てから身につけるべきものではな

く、社会に出るために身につけておかなければならないもののはずだが…」という話

を進路先の代表者から耳にすることが少なくありません。 

５月末から、いよいよ高等部の産業現場実習がスタートします。 

『あ・い・さ・つ』の基本は、『語先後礼』で、「あ」＝あかるく、 

アイコンタクトで、「い」＝いつでも、どこでも、「さ」＝先に、「つ」＝続けておじぎ

です。あいさつ力の定着に向け、あいさつの達人を目指して頑張りましょう。                                                                     

校長 阿部 和彦 
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児童生徒一人一人の自立を育てる   
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年度当初の全校保護者会を分散で行うため、

昨年度同様、「学部保護者会」という形をとら

せていただきました。多くの方のご出席、あり

がとうございました。災害備蓄や新しくできあ

がる学校ジャージ・体操服の説明のために、

PTA役員の方の中には複数回参加してくださ

った方もいらっしゃいます。この場をお借りし

て感謝申し上げます。来月には、個人面談もご

ざいます。担任と学校の様子、ご家庭の様子の

情報交換、支援プランＡ・Ｂの確認などを行わ

せていただきます。 

 

 

昨年度は６月からスタートした給食も、今年

度は４月から始めることができました。２６日

からは小学部１年生の給食も始まりました。市

内で唯一、自校で作られる給食を、子どもたち

も職員もおいしくいただいています。新型コロ

ナウイルス対策をとりながら、ランチルームや

教室で分散して食べています。 

 

 

２６日に第１回避難訓練を行いました。今

回は宿泊棟で火災が起き、生徒が１人逃げ遅

れるという想定で行いました。本校では、原

則ヘルメットを着用して避難します。苦手な

児童生徒も、少しずつ着用できるようになっ

ています。落ち着いて行動できている姿が見

られました。 

 

 

先日お手紙を配布しましたが、５月に運動

会が開催されます。今年度は、各学部で開催

し、制限を設けて保護者の参観もできます。

以下のような対応となりますので、あらかじ

めご了承ください。 

①晴れた場合、２名までの参観とします。 

②予備日も雨が降ってしまった場合、 

体育館で開催となります。その場合、 

３密防止のため保護者の参観は１名と 

させていただきます。 

運動会に向けての取組みもスタートし始め

ました。スローガンは高等部の３年生が３つ

候補を考え、みんなに投票してもらいまし

た。各学部、それぞれの開催となりますが、

学校としての取組みということの意識を高め

ています。 

 

おいしい給食スタート！ 

４月の取り組み 

学部保護者会ありがとうございました 

避難訓練を行いました 


